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スキンケアへの期待とその現実のギャップ 
 

●はじめに 

多くの人が求める理想の肌とは、悩みのない(少ない)化粧映えする素

肌です。しかし、現実には多くの人が肌トラブルに悩んでいます。では、

悩みのない化粧映えする素肌とはどのような肌なのでしょうか。 

 

●悩みのない化粧映えする素肌とは 

悩みのない化粧映えする素肌とは、潤いのある肌を指します。スキン

ケアやメイクを始めた頃の肌は、多くの人が潤いのある状態だったか

もしれません。しかし、スキンケアやメイクを続けるうちに、メイクを落と

した後の肌が次第に潤いのない肌状態に変わっていくことが多いです。 

 

●スキンケア製品の役割 

メイクや洗顔後の肌の手入れとして、スキンケア製品が重要です。ス

キンケアの基本は、化粧水、乳液、クリームの 3点セットですが、これ

らは肌の潤いを保つための対処法で、その潤い効果は一時的です。

悩みの種類に応じて、アイテムが増えることもあります。本当は、皮膚

バリア機能を維持するためのスキンケアが重要ですが、ほとんどの方

は、その事実を知りません。皮膚バリア機能を強化するためには、リノ

ール酸含有のエマルジョン製品が有効です。 

 

1. 化粧水: 肌に水分を補給する。 

2. 乳液: 肌に油分を補い、水分を閉じ込める。 

3. クリーム: 肌に油分を補い、水分閉じ込めを強化する。 

 

●スキンケアの現実と課題 

多くの人がスキンケア製品を使う目的は、悩みのない化粧映えする素

肌を維持することですが、実際には一時的に潤いを与え、一時的に美

しく見せるために使うことが多いです。潤いがない「肌トラブル」がある

時は、メイクやスキンケアを控えることが推奨されますが、現実には難

しく、逆に悩みの種類に応じて、アイテムが増えています。 

 

●悩みのない化粧映えする素肌を維持するために 

悩みのない化粧映えする素肌を維持するためには、皮膚バリアを強化

するスキンケアが欠かせません。特に、皮膚のバリア機能を修復・強

化して、角質水分保持能を回復・維持するために必要です。適切な睡

眠や食事も重要です。潤いを保つための化粧水、乳液、クリームの使

用はあくまで、一時的な対応法です。 

 

●結論 

スキンケアへの期待とその現実のギャップを理解することで、より効果

的なスキンケアが可能になります。理想の素肌を目指して、日々のス

キンケアを見直してください。 

 


